
　　　主なものへの参画状況は以下のとおり。

国際機関・国際研究プログラム名 プログラムと国立環境研究所参画の概要

UNEP(国連環境計画地球環境報告書(GEO-2003)

UNEPは世界の環境状況と今後の対策・課題などを地域別に概説
する報告書(Global Environment Outlook 3）を作成している。国立
環境研究所は日本で唯一の執筆機関として、アジア諸国の機関と
協力しその起草に協力してきた。

GRID-つくば
※GRID（Global Resources
Information Database：地球資源
情報データベース）のセンターの
一つ

GRIDは環境に関する多種・多様なデータを統合し、世界の研究者
や政策決定者へ提供するために設置され、国立環境研究所は、日
本および近隣諸国において、GRIDデータの仲介者としての役割を
果たすとともに、環境研究の成果やモニタリングデータをGRIDに提
供している。

Infoterra(国際環境情報源照会
システム)

環境に関する情報の国際的な流通・交換を促進する目的で、各国
の協力の下に運営されている全世界的規模の情報ネットワークシ
ステム。環境情報センターが我が国のナショナルフォーカルポイン
トとなっている。

GEMS/Water：地球環境監視計
画／陸水監視プロジェクト

地球環境研究センターが我が国の窓口となり、①ナショナルセン
ター業務、②リファレンス ラボラトリー事業、③摩周湖ベースライン
モニタリング、④霞ヶ浦トレンドステーションモニタリング等を実施し
ている。

ミレニアム・エコシステム・アセス
メント

種々エコシステムに関する国際条約の下、エコシステムの統合評
価を目的として、UNEP等により出資され、2001年にスタートしたプ
ロジェクト。2005年初頭にその結果を得ることとされている。国立環
境研究所は中国西部開発による影響評価の観点から参加・協力を
行っている。

IPCC(気候変動に関する政府間パネル)

1988年に設立した国連の組織で，二酸化炭素(CO2)などの温室効
果ガスの大気中濃度，気温上昇の予測，気候変動によって人間社
会や自然が受ける影響，対策など最新の知見を収集し，科学的な
アセスメントを行うことを使命としている。IPCCの報告書は科学的
知見をまとめたもっとも権威ある報告書として認められている。国
立環境研究所から多くの研究者がIPCC報告書の執筆に関わると
ともに、予測に使用する排出シナリオに国立環境研究所の予測モ
デルが参画するなど大きな貢献を果たしている。

アジアオセアニア地域諸国の研究機関が生物多様性研究と情報
共有の機構構築にとりくむための研究ネットワーク。国立環境研究
所はその事務局を運営し、国際プログラムと連携・調整しつつ、研
究フォーラムを開催し、研究内容の公表を促進するほか、データ
ベースのツール開発、微生物に関する標準学名情報データベース
の構築・更新、公開用のWWWサーバーを構築等を行っている。

ライダー（レーザーレーダー）による対流圏エアロゾルのネットワー
ク観測体制。観測情報・データの交換および公開を目的とし、日
本、韓国、中国の研究グループが参加。国立環境研究所はネット
ワーク観測、リアルタイムデータの交換、公開のためのWWWページ
の運用を行っている。

日中韓三ヶ国環境大臣会合で合意したプロジェクトの進捗状況情
報を各国がWEB上にシェアするもの。国立環境研究所は日本の
フォーカルポイントに指定されている。

生物多様性条約締約国会議の決議により、国および地域の分類
学の振興をはかり、分類学情報の構築と共有化を実施するプログ
ラム。国立環境研究所は日本のナショナルフォーカルポイントとし
て、国内、アジアオセアニア地域における調査、データベースや
ツールの開発等を実施する。

アジア地域における陸上生態系の温室効果ガスのフラックス観測
に係わるネットワーク。その事務局として、観測ネットワークの運用
とともに、ホームページを開設し、国内外の観測サイト情報や
ニュースレター等による情報発信等を行う。

（資料２７）　　国際機関・国際研究プログラムへの参画

日中韓三ヶ国環境大臣会合ホームページ（TEMMウェ
ブサイト）運営

Global Taxonomy Initiative （GTI）（世界分類学イニシ
アチブ）

AsiaFluxネットワーク

Species 2000 Asia Oceania

アジアライダー観測ネットワーク (Asian Lidar
Observation Network)


